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サマリー 

16/3期 17/3期 

第２四半期 通期 第２四半期 前年同期差 

売 上 高 540 1,065 483 △57 

営 業 利 益 17 43 14 △3 

経 常 利 益 15 33 7 △8 

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 6 25 14 8 

売上高と経常利益は、円高進行による海外子会社売上の円換算額や外貨建資産評価
の目減り等が大きく影響した。 

営業利益の減少額は、研究開発強化と積極的設備投資に伴うコスト負担増加にほぼ相
当する。 

政策保有株式一部売却によって、最終増益決算を確保した。 

Ⅱ.2017年３月期第２四半期実績 

（億円） 

    
  海外子会社売上高減少要因 

△22億円 

  経常利益減少要因 
△４億円 
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売上高・営業利益の変化要因 
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（億円） 

セグメント別売上高・営業利益 

16/3期 17/3期 

第２四半期 第２四半期 前年同期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 219 183 △36 

営業利益 6 4 △2 

ば ね 
売 上 高 239 213 △26 

営業利益 5 3 △2 

素 形 材 
売 上 高 44 48 4 

営業利益 0 2 2 

機 器 

装 置 

売 上 高 45 49 4 

営業利益 5 3 △2 

そ の 他 
売 上 高 17 18 1 

営業利益 1 1 0 

連結調整 
売 上 高 △23 △28 △5 

営業利益 0 0 0 

合 計 
売 上 高 540 483 △57 

営業利益 17 14 △3 

Ⅱ.2017年３月期第２四半期実績 

 特殊鋼鋼材 

   ・OEMの減少と販売価格低下によって大幅減収。 

   ・原材料価格も下がったことから減益額は比較 

    的小さい。 

 ばね  

   ・ 海外子会社売上の円換算額の目減りが大き 

        いが、売上数量は微減。 

   ・海外（北米）の材料価格が上昇し利益を圧迫 

        した。 

 素形材 

   ・特殊溶解材及び精密機械加工品等の販売が 

    増加した。 

   ・売上増に加え、コスト改善が寄与し、収益は 

    大きく改善。 

 

  機器装置  

   ・プラント用製缶品などの拡販により売上は伸 

    びた。 

   ・一方、利益率の良いガスタービン部品の輸出 

    が減少したため、減益となった。 
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（億円） 

 一部の株式持ち合いの解消等があり、最終当期利益（四半期純利益）は大幅増益。 

16/3期 17/3期 

第２四半期実績 第２四半期実績 前期差 

営業利益 17 14 △3 

    

    

    

営業外損益 △2 △7 △5 

  

  

為替差 0 △4 △4 

その他 △2 △3 △1 

経常利益 15 7 △8 

株式売却益 ‐ 18 18 

その他特別損益 0 △2 △2 

税引前利益 15 23 8 

税金費用 △8 △8 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 6 14 8 

営業外損益・特別損益影響 Ⅱ.2017年３月期第２四半期実績 
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経営指標・財務状況 

  
15/3期 16/3期 17/3期 

第２四半期 第２四半期 第２四半期 

ROS （％） 3.9 3.2 2.9 

ROE  （％） 5.6 2.0 4.7 

配当 (円） 2.5 2.5 2.5 

配当性向 （％） 24.7 64.8 28.4 

総資産 （億円） 1,171 1,156 1,271 

純資産 （億円） 620 642 636 

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ （億円） △41 2 18 

有利子負債 （億円） 202 171 350 

自己資本比率 （％） 48.0 50.3 45.0 

Ⅱ.2017年３月期第２四半期実績 
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（億円） 

通期業績予想 

16/3期 17/3期 

実績 

(A) 

今回予想 

(B) 

前期差 

(B)-(A) 

売 上 高 1,065 1,000 △65 

営 業 利 益 43 33 △10 

経 常 利 益 33 24 △9 

親 会 社 株 主 に 帰 属 

す る 当 期 純 利 益 
25 30 5 

 為替、OEMの減少、売価低下は下期も影響を受け、通期で減収となる見通し。 

 最近の原料炭価格急騰によるコスト上昇が収益を圧迫。 

 最終利益は政策保有株式の売却が寄与し、通期でも増益を確保する。 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 
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売上高・営業利益の変化要因（通期予想） 
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 下期は建設機械業界の中国向けの増、産業機械向けの増により、国内向販売増が期待されるが、
通期では上期影響（OEM減少、売価低下）が残り減収となる見込み。 

 最適生産体制構築によるコスト改善に努めるものの、原料炭価格の急騰や研究開発費・減価償却
増を吸収しきれず、減益の見込み。 

セグメント別業績予想（特殊鋼鋼材事業） 

（億円） （億円） 営業利益の変化要因 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 
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16/3期  17/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 406 383 △23 

営業利益 11 5 △6 

営業 

利益率 2.7% 1.3% △1.4% 
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鉄鉱石・石炭市況及び特殊鋼鋼材事業売価推移 
Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

100  

80

90

100

110

120

130

140

150

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
推

定
 

8/3期 9/3期 10/3期 11/3期 12/3期 １3/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3

平
均

売
価

 
指

数
 平均売価 指数 

0

40

80

120

160

200

240

280

320

360

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
期

 

下
期

 

上
推

定
 

8/3期 9/3期 10/3期 11/3期 12/3期 １3/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3

原
料

炭
 

市
況

F
O

B
 

㌦
/
㌧

 

鉄
鉱

石
 

市
況

F
O

B
 

㌦
/
㌧

 

鉄鉱石-市況 ＄/㌧ 

原料炭-市況 ＄/㌧ 

◆ 下期は原料炭価格急騰により厳しい局面となっており、当社製品の販売価格について客先と交渉中。 
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セグメント別業績予想（ばね事業） 

 年度末の為替レートが現状水準であれば、海外子会社における外貨建売上の円換算額の目減り
による減収は不可避。 

 研究開発費・減価償却増加及び原材料価格の上昇があるが、北米子会社の材料調達先変更によ
る損益改善及び生産ライン自動化等により利益は前年並を確保。 

営業利益の変化要因 （億円） （億円） 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

売上 
482 

売上 
450 

16/3期  17/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 482 450 △32 

営業利益 15 15 0 

営業 

利益率 3.1% 3.3% 0.2% 
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セグメント別業績予想（素形材事業） 

 精密機械加工品等の拡販により、増収を確保する見通し。 

 営業利益は材料価格上昇等があるが、コスト改善に努め前年並を維持する。 

営業利益の変化要因 

16/3期  17/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 91 94 3 

営業利益 5 5 0 

営業 

利益率 5.5% 5.3% △0.2% 

（億円） （億円） 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

16/3期 
実績 

17/3期 
予想 

売上 
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売上 
94 
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セグメント別業績予想（機器装置事業） 

 ガスタービン用部品及び鍛圧機械の受注環境が厳しく、通期では減収となる見通し。 

 品種構成及び為替変動の影響により、減益となる見込み。 

営業利益の変化要因 

16/3期  17/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 98 93 △5 

営業利益 10 7 △3 

営業 

利益率 10.2% 7.5% △2.7% 

（億円） （億円） 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

16/3期 
実績 

17/3期 
予想 

売上 
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売上 
93 
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（億円） 

セグメント別業績予想 

16/3期 17/3期 

実績（Ａ） 今回予想（Ｂ） 前期差(Ｂ)-(A) 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 406 383 △23 

営 業 利 益 11 5 △6 

ば ね 
売 上 高 482 450 △32 

営 業 利 益 15 15 0 

素 形 材 
売 上 高 91 94 3 

営 業 利 益 5 5 0 

機 器 

装 置 

売 上 高 98 93 △5 

営 業 利 益 10 7 △3 

そ の 他 
売 上 高 34 34 0 

営 業 利 益 2 1 △1 

連 結 調 整 
売 上 高 △45 △55 △10 

営 業 利 益 0 0 0 

合 計 
売 上 高 1,065 1,000 △65 

営 業 利 益 43 33 △10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 
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通期業績予想（営業外損益・特別損益影響） 

 前期は持分法損失や特別損失に一時的特殊要因があったうえ、今期は株式売却益が加わるため税引前利益が
1.5倍以上へ膨らむ。 

 ただし、税金費用は通常レベルに戻ることから、税引後利益の増益率は２割程度に留まる見通し。 

16/3期 17/3期 

実績 予想 前期差 

営業利益 43 33 △10 

    

    

    

営業外損益 △10 △9 1 

  

  

為替差 △2 △5 △3 

持分法投資損益 △11 △6 5 

その他 3 2 △1 

経常利益 33 24 △9 

株式売却益 3 24 21 

その他特別損益 △8 △2 6 

税引前利益 28 45 17 

税金費用 △1 △14 △13 

親会社株主に帰属する当期純利益 25 30 5 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

（億円） 
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海外子会社の業績推移 

  

15/3期 16/3期 17/3期 

通期 通期 通期予想 

ROS （％） 4.2 4.0 3.3 

ROE  （％） 6.2 4.2 5.2 

配当 (円） 6.0 6.0 6.0 

配当性向 （％） 26.1 37.1 30.8 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

（億円） 

15/3期 

（120 円/＄) 

16/3期 

（113円/＄) 

17/3期予想 

（105円/＄) 

売上 営業利益 売上 営業利益 売上 営業利益 

連結子会社全体 335 4 308 6 307 8 

経営指標 
※営業利益にはロイヤリティー収入を含む。  
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設備投資・ 減価償却費 
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研究開発費 
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（億円） 

 技術開発センター開設により、専門的研究者を集中し、基礎研究及び商品開発を加速させ例年の
1.5倍の研究開発費を見込む。 
 

 技術開発センターに各種最新式試験設備導入を実行中。 

Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 

上期 
実績 
5.2 
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Ⅲ.2017年３月期通期業績予想 今期の対策 

下期追加施策 
 

・鋼材の設備投資（約130億円）を実行中。コスト削減効果のある戦略投資を前倒しする 
・アメリカ子会社は今後３年間で生産性向上・合理化対策のため、約16億円の設備投資を行う 
・インド北部でばね合弁会社の新工場を12月から稼働し、インド全土への供給網が確立される 

上期策定済対策の進捗状況 
 
（１）成長への投資 

・４月に発足した技術開発センターへの、各種最新式試験設備導入を加速している 
・Ｍ＆Ａについては欧州の進出など鋭意検討している 
・新規事業の実行及びフォロー強化のため、企画部門を組織化した   
・社内シナジーとしては鋼材を北米現地鉄鋼メーカーで加工し、当社北米ばね製造拠点へ納入    

     開始及び外販を計画中 

（２）コスト改善 
・室蘭の平準化操業継続によって半期２億円のコスト低減が達成 
・カナダ子会社では、ロボット２台本格稼働、さらに２台発注済 

（３）為替リスクヘッジ 
・中国子会社向け円建親子ローンの現地元建借入への変更に加え、タイ子会社も現地通貨建へ 

     シフトする 
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Ⅰ. ご挨拶 

Ⅱ. 2017年３月期 第２四半期実績 

Ⅲ. 2017年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

 

Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 
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Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 2016中期経営計画の位置付け 

2015年実績 2020年目標 2025年目標 

売上 1,065 1,700 2,500 

営業利益 43 90 - 

経常利益 33 85 - 

ROE 4.2％ 8.0％ 10％超 

海外比率 38％ 47％ 65％ 

（億円） 
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2016中期経営計画の骨子 Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 
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Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 【進捗】①グローバルサプライヤー化 

 メキシコ・中国（2017年４月稼働予定）、インド（2016年12月、2017年８月稼働予定）は順調に工場
及び生産設備を建設中。 
 

 欧州、東南アジアへの事業進出でグローバルサプライヤーを目指す。 

【ばね事業】 
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Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 

【特殊鋼鋼材事業】 
室蘭リフレッシュ投資・戦略投資 
 品質レベル向上とコスト競争力強化（130億円）の設備投資は順調に進捗中 

 
 
 
 
 
 
 

  
  この投資により、2020年度に約13億円/年のコスト改善を図る 
 

鋼材の海外進出（インドネシアプロジェクト） 
 圧延工場完成間近（2016年１2月生産開始予定） 
 インドネシアで素材から製品までの一貫生産モデル完成（板ばね） 
   （日本・インドネシアだけでなく、タイ・インドでも販売開始）                 
 アセアン地区 棒鋼・平鋼販売開始 

【進捗】②特殊鋼をつくり加工する 

計画 
2016.9月末時点 

完成金額 

130億 20億 

・2015年からの５年間の計画 
・品質レベルの向上による 
 販売ターゲットの拡大 
・省エネ、自動化及び品質 
 向上による歩留向上での 
 コストダウンの達成 



28 

【進捗】③「付加価値を素材から創る」モデルの構築 Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 

【素形材事業】 
 ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰへの進出 
 
 既存事業 
  （精密鋳造・精密機械加工・金属粉末）の強化                          
  ・精密機械加工設備能力アップを実施（133％増) 
  ・精密鋳造・金属粉末量産テストラインを 
                千葉製作所に導入検討 
    

 VIM （真空溶解炉）による素材製造 
  ・VIM (真空溶解炉）設備の導入（来年度） 
     →素材自社生産を目指す 
  ・高合金鋼製造 
     →材料開発の試験研究をスタート 

 
 

技術開発センターと連携し、材料開発を進めています 
 

サブアッセンブリー 

高合金鋼製造 
（ＶＩＭ新設） 

精密鋳造 

金属粉末 

精密 
機械加工 

ＭＩＭ 

既存 

開発 

M＆Ａ 

組立 

加工 

材料 
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2016年 
 
４月 「技術開発センター」開設 
      ・各事業部門の研究開発機能を集約（体制 31名） 
      ・設備投資３年間で約22億 
      

 10月 「事業企画部」新設 
      ・横串プロジェクトを組織化→シナジーの創出 

 
 12月 「広報・IR部」新設 
       ・社内外へ当社の企業広報活動を積極的に行うため、管理部門に「広報・IR部」 
        を新設 

Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 【進捗】実行基盤の構築 

技術開発センター 
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部門 研究開発項目 2016 2017 2018 2019 2020 

ばね 

ばね軽量化 
自動運転技術への応用 
電気自動車への対応 

高応力ばね鋼の開発 
 
 

ばね材料現調化への 
評価試験 

鋼材 高清浄度鋼の開発 

VIMでの材料開発・量産対応 
（VIM：真空溶解炉） 

素形材 耐熱鋼開発(ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ用) 
 

軟磁性粉末高周波特性改善 

全社 
IoT：高付加価値製品の開発 
IoT：生産ﾗｲﾝの効率化 

技術開発センター（開発計画） 
Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 

将来を見据え系統立った開発を進めて行く 

ｲﾝﾄﾞ、北米 メキシコ他 欧州他 評価試験 

高応力ばね鋼 
STEP2 

高応力ばね鋼 
STEP1 

高応力ばね鋼の開発 
STEP3 

高温耐用 STEP1 高温耐用 STEP2 

高周波特性改善 STEP1 高周波特性改善 STEP2 

鋼材試作 

IoT技術の活用 

ばね下重量増加への対応 

軸受鋼、ばね鋼、歯車用鋼…etc 

精鋳用高合金鋼 マスターヒート  

グローバル展開への対応、新規事業への支援 …etc 

高応力・中空化、結晶粒微細化、樹脂ばね 
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分類 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 

基礎研究 

試験研究 

現調材評価 

老朽更新 

【開発用評価・調査機器】 
ﾚｰｻﾞｰ顕微鏡、介在物測定
器、複合ｻｲｸﾙ試験機…他 

【老朽更新、設置場所ｲﾝﾌﾗ整備】 
制御系の更新、老朽化設備、ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ更新 

【調査用機器の増設】 
顕微鏡、硬度計、埋め込み機…他 

【各ﾃｰﾏ別 調査機器】 
ｼｮｯﾄﾋﾟｰﾆﾝｸﾞ、CAE、真
空炉、粒度分布測定 他 

【溶解・製造設備】 
真空溶解炉 
ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ装置 

【特性改善設備・解析機器】 
ｼｮｯﾄﾋﾟｰﾆﾝｸﾞ、誘導加熱冷却、3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ、CAE 

【開発用評価・調査機器】 

X線CT、ｵｰｼﾞｪ電子分光 

【検討中】 
新規事業検討用設備 
最先端の調査・研究機器 

設備投資総計 
約22億円 

技術開発センター（設備計画） 
Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 

各種設備を前倒しして導入し、開発スピードを上げる 

3 

13 

6 

0

5

10

18/3期 17/3期 19/3期  

（億円） 
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実行基盤の強化 （組織体制） Ⅳ.2016中期経営計画の進捗 

営業企画部 

営業シナジーの具体化 
ばねグローバル展開支援 
M＆A推進 

生産企画部 

経営企画部 

調達シナジーの具体化、調達先 
のマルチソース化 
グローバル品質管理体制確立 

経営企画・海外部の機能を統合 
中期計画進捗・フォロー 

広報・IR部 

株主・投資家への説明責任を 
果たすとともに、社内外へ当社 
の企業活動をPRし企業価値向 
上に努める 



＜将来見通しに関する注意事項＞ 
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。 
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